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死亡事故が発生しています！　　　　　　　　　　　　　　　
７～８月に実施致しました2010年度｢労働安全衛生活動｣取り組み調査の結果についてご報告します。
内容につきましては、各単組の｢労働安全衛生活動｣の取り組みについて、2010年4月～2011年3月までの期間に発生した労働災害についてです。なお、各単組からご報告頂いた労働災害事故の中から掲載しています。
労働災害事故～今回は非定時作業中の災害事例を紹介します。　（期間：2010年4月～2011年3月[image: image12.jpg]
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）
	◆　年齢･性別･雇用形態

◆　被災者の勤続･経験
	◆　災害発生状況

①　場所　　　　②　作業内容

③　発生状況　④　災害の状態　
	◆　組合･安全委員会等の対応

	（事例１）

42歳･男性･正社員

勤続18.5年
	①　パレッタイザーパレット油圧リフト
②　機械の点検作業中（オイル漏れ）
③　機械を停止し、ねじを閉めていたところ、ねじ切れホースが抜け、リフトに挟まれる。レスキュー隊による救出
④　腹部付近圧迫による死亡
	・緊急安全衛生委員会を実施し、再発防止に努める。

	（事例２）

21歳･男性･準社員

勤続6ヵ月
	①　育粉ステック充填室
②　バキュームラインの漏れの修理中

③　パイプレンチがユニオンから外れてその弾みで上部配管フランジ部に右手人差し指をぶつけた。
4� 　右手人差し指骨ヒビ　休業（７日見込み）
	・新人に対する工具の取り扱いに関する指導の強化
・危険予知訓練を行い、個々人の意識向上を再度徹底する。
・各職場での災害に対する共有化ミーティングの実施


修理・点検作業の手順を守ろう！
上記の事案は、修理・点検作業中で起こった事故です。　定常作業時の機械の使用方法や使用手順は毎日の作業を通じて理解しているかと思います。しかし、機械のトラブルなど、予期しない事態が起こったときには、冷静な判断ができずに思わぬ事故を発生させてしまうことがあります。
『どういう行動をしたら、ケガをするか』を常に考え、非常停止スイッチの位置や作動の点検などを常に確認することで、非常時に備えよう。特に一人作業時には安全ストッパーなどの対策をしてから作業を行うことが必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2010年度「労働安全衛生活動」取り組み調査結果
報告組合141組合　（昨年183組合　回収率48.7％）
1.　2010年度の職場における労働安全衛生活動の取り組みについて
(１)　職場の総点検活動や安全パトロールについて　
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a.　組合独自で取り組んでいる

b.　会社とともに取り組んでいる

c.　会社が取り組んでいる

d.　組合も会社も取り組んでいない


◆　職場の総点検活動や安全パトロールは、会社の取り組みを含め、９割以上が取り組んでいる。　
(２)　 月1回以上の安全衛生委員会の開催について
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a.　実施している

b.　実施していない

c.　委員会を設置できなかった


◆　調査報告組合のうち９割弱の組合が、月1回以上委員会を開催している。
(３)　 メンタルヘルス関係で休んでいる労働者（休業者）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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a.　増加している

b.　減少している

c.　変化はない

ｄ.　一人もいない


◆　３割弱の組合が「変化はない」と回答しているが、３割弱の組合で休業者は増加傾向にある。
(４)　 メンタルヘルスに関して、労働者から労働組合への相談状況について
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a.　増加している

b.　減少している

c.　変化はない

ｄ.　相談はなかった

e. 会社に任せており、

組合として把握していない


◆　 ５割近くの組合が「相談はなかった」と回答しているが、１割強の組合で相談件数は増加傾向にある。
会社に任せており、組合として把握していないとする組合も14組合（10.2%）あった。
 (５)　リスクアセスメントについて　
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a.　実施している

b.　理解しているが実施していない

c.　実施していない


◆　リスクアセスメントを実施している組合は５割強であり、取り組みが遅れている。
組合内で、リスクアセスメントについての理解を深め、安全衛生委員会で導入を検討しよう。
　
(６)　 非正規労働者（パート、アルバイト、派遣労働者、非組合員含む）に対する安全衛生教育について　　　
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a.　組合独自で実施している

b.　会社と共に実施している

c.　会社が実施している

ｄ.　組合も会社も実施していない

e. 非正規労働者はいない


◆　会社が実施している組合は６割以上であるのに対し、組合独自で実施している組合はない。
会社と共に実施することも含めて、非正規労働者に対する安全衛生教育を強化しよう。
（７）　受動喫煙対策について
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a.　建物内を全面禁煙にした

b.　分煙を徹底した

c.　喫煙スペースの排煙効果を高めた

ｄ.　取り組んでいない

e. その他


◆　７割近くの組合が分煙を実施している一方で、取り組みなしの組合も13組合（6.5%）あった。
(８)　その他の取り組みについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
災害発生時には、類似災害防止のための報告文書を全支部に発信して、災害情報の共有化を図ったり、　学習会や安全教育を通じて専門的知識の習得に努める組合が半数以上ある。一方、会社に任せきりで組合としての安全衛生活動をしていないとの回答も見られた。
　　２．　2010年4月～2011年3月までの期間に発生した労働災害の件数について
〈報告件数の多い順ワースト3！〉

1位　h. 交通事故　(350件)
2位　b.　転倒　(283件)
3位　f. はさまれ･巻き込まれ(263件)
　　2006年調査から５年連続で、上記の事故
　はワースト３位のいずれかになっている！！
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※　カッコ内は昨年報告件数

合計

f. はさまれ・巻き込まれ

g. 高温・低温物との接触

h. 交通事故

i. その他

b. 転倒

c. 飛来・落下

d. 崩壊・倒壊

e. 激突され



件数 ％

a. 墜落・転落


【報告の傾向】　全体で1773件の報告があった。今年は、「b.転倒」の件数が「f. はさまれ・巻き込まれ」の件数よりも多かったことが大きな特徴である。
· 型別にみると、「h.交通事故」については350件(19.7%)と一番多い件数となっている。スピード違反が原因となる事故や、ちょっとした気の緩みから起こる事故が多い。しかし、このようなちょっとした不注意が死亡事故を引き起こす場合もある。十分な休養をとることも必要。交通ルールを守り、安全運転を！
◆　二番目に多いのが「b.転倒」283件(15.9%)となっている。手すりにつかまり、足元に注意し、滑りやすい所は直ちに改善を！慌てず、周囲に注意を払いながらゆっくり歩こう。
◆　三番目に多いのが「f. はさまれ・巻き込まれ」263件(14.8%)となっている。機械に不具合が生じた時に、スイッチをONにしたまま対応した場合の「はさまれ･巻き込まれ」が多い。

機械・設備の内容や作業手順のルールを守ろう。非常停止スイッチの位置や作動の点検などを常に確認しよう。
· 「i.その他」527件(29.7%)の内容としては、「作業中のカッター・ナイフなどによる切り傷」、「メンタルヘルス不調者の増加」などが多く報告されている。組合においても、セクハラ・パワハラに対する相談機能を強化し、労働者に対するメンタル面でのサポートを強化しよう。
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〈重大災害が発生した場合は速やかに報告を！！〉
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<加盟組合で…>











障害等級の適用、死亡・休業災害等


●速やかにフード連合に報告
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安心して働ける安全な職場が必要！
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【重大災害発生報告のお願い】


加盟組合で重大災害（障害等級の適用、死亡・休業災害等）が発生した場合は、速やかにフード連合まで報告して下さい！重大災害が発生した場合、災害の状況を加盟組合に対して「労働安全衛生ニュース」を通じて報告するとともに、再発防止に向けた災害事例や対策等についても報告、啓発していきます。この取り組みは継続して行っていきます。


よろしくお願いします。
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<フード連合、加盟組合は…>


●共有化した情報をもとに、再発防止に努める





労働災害根絶へ！








<フード連合では…>


●災害状況を「労働安全衛生ニュース」にて報告


●災害事例や対策等について報告、啓発


●職場の労働災害の実態調査を行い、その結果を分析











災害発生
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